
●補助対象・補助額

補助制度 補助対象 補助額

耐震診断費用補助

耐震改修設計費用補助

耐震改修工事費補助

耐震改修設計費・
耐震改修工事費一括補助

費用の 2/3 以内
( 限度額８万６千円 )

費用の 2/3 以内
( 限度額 20万円 )

費用の 1/2 以内
( 限度額 60万円 )

費用の 4/5 以内
( 限度額１００万円 )

・市内にある戸建て木造住
　宅で住宅所有者本人が住
　んでいるもの
・昭和56年５月31日以前
　に着工した建築物
・建築基準法に違反のない
　建築物
　　　　　　　　　　など
※昭和56年６月１日以降
　に増築した部分の面積が
　延床面積の１/２を超え
　ている建築物は対象外。

・市内にある戸建て木造住
　宅で住宅所有者本人が住
　んでいるもの
・地上階数が３階以下のもの
・昭和56年５月31日以前に
　着工した建築物か、市の 
　り災証明などにより熊本
　地震での被災が確認でき
　ること

　

今
後
の
大
地
震
に
備
え
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
住
ま
い

を
確
保
す
る
た
め
、
戸
建
て
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改

修
工
事
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

　

10
月
31
日
㈭　

午
後
５
時

●
必
要
書
類

　

補
助
金
交
付
申
請
書
・
費
用
の
見
積
書

　

な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

都
市
計
画
課　

建
築
住
宅
班　

☎（
２
４
８
）
3
8
5
5

耐
震
改
修
な
ど
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

住
ま
い
に
安
心
を

　

今
後
の
大
地
震
に
備
え
、危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象

・
避
難
路
に
面
す
る
も
の

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
面
す
る
道
路
面
か

　

ら
、
80㎝
以
上
の
高
さ
の
も
の（
擁
壁
の
上

　

に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
ブ
ロッ
ク
塀
な
ど

　

自
体
の
高
さ
が
60㎝
以
上
の
も
の
）

・
市
が
安
全
点
検
を
行
な
い
、
安
全
対
策

　

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
も
の　
　

な
ど

●
補
助
額

　

撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
長
さ（
ｍ
）×

　

１
万
２
千
円

　

（
限
度
額
20
万
円
）

●
募
集
期
限　

12
月
27
日
㈮

●
必
要
書
類　

　

補
助
金
交
付
申
請
書
・
費
用
の
見
積
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
に
な
る
か
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課　

建
築
住
宅
班　

☎（
２
４
８
）
３
８
５
５

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
を
補
助
し
ま
す

大
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

り
災
証
明
書
で
一
部
損
壊
の
判
定
を
受

け
、
次
に
当
て
は
ま
る
世
帯
へ
義
援
金
10
万

円
を
支
給
し
ま
す
。申
請
が
な
け
れ
ば
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

居
住
す
る
住
家
が
一
部
損
壊
の
判

　

定
を
受
け
、
そ
の
修
理
費
用
に
１
０
０
万

　

円
以
上
支
出
し
た
世
帯
（
居
住
者
の
み
）

●
対
象
工
事　

日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
が
で

　

き
な
い
部
分
の
修
理
（
内
装
の
み
や
外
構

　

の
工
事
、
家
電
製
品
の
修
理
な
ど
は
除
く
）

・
屋
根
、
柱
、
床
、
外
壁
、
基
礎
、ド
ア
、
窓
な
ど

　
の
開
口
部
（
ガ
ラ
ス
・
鍵
の
交
換
も
含
む
）

・
衛
生
設
備
（
便
器
、
浴
槽
な
ど
）　

・
給
湯
設
備
（
電
気
温
水
器
な
ど
）

・
上
下
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
配
管
、
配

　

線
、
吸
排
気
設
備
（
換
気
扇
な
ど
）

※

壊
れ
て
い
な
い
場
合
の
取
り
換
え
や
リ

　

フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
対
象
外
で
す
。共
同
住

　

宅（
マ
ン
シ
ョ
ン
）や
賃
貸
住
宅（
ア
パ
ー

　

ト
な
ど
）は
別
途
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類　

り
災
証
明
書
、
領
収
書
、
修

　

理
工
事
の
内
容
が
分
か
る
書
類
（
工
事
内
訳

　

書
、
明
細
書
、
見
積
書
な
ど
）、
印
鑑
（
シ
ャ

　

チハタ
不
可
）、
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の

※

り
災
証
明
書
の
発
行
は
交
通
防
災
課
で
す
。

●
申
請
期
限　

令
和
２
年
３
月
末

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課　

社
会
福
祉
班　

☎（
２
４
８
）
１
１
４
４

義
援
金
申
請
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

熊
本
地
震
で
一
部
損
壊
の
判
定
を
受
け
た
人
へ

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班　

☎（
２
４
８
）
５
５
５
５

放
課
後
キ
ッ
ズ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
募
集

西
合
志
第
一
小
学
校

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や
障
が
い

な
ど
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
人

が
、
財
産
管
理
や
施
設
の
入
所
契
約
な
ど
を

自
分
で
行
な
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
、
本

人
が
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
支
援
し
保
護

す
る
制
度
で
す
。成
年
後
見
制
度（
関
連
す
る

遺
言
・
相
続
）に
関
す
る
疑
問
や
心
配
、
悩
み

な
ど
の
相
談
に
行
政
書
士
が
応
じ
ま
す
。

（
協
力　

県
行
政
書
士
会
）

●
相
談
例　

・
成
年
後
見
制
度
や
利
用
方
法
を
知
り
た
い

・
将
来
、
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
た
時
が
心
配

・
遺
言
書
の
作
成
や
相
続
に
つ
い
て
知
り
た
い

・
認
知
症
や
障
が
い
の
あ
る
家
族
の
こ
と
が

　

心
配 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

●
と　

き　

６
月
17
日
㈪　

午
後
１
時
〜
４
時

　

毎
月
15
日
に
開
催
（
土
日
・
祝
日
の
場
合

　

は
翌
日
）

※

予
約
不
要
で
す
。
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
こ
ろ　

高
齢
者
支
援
課　

包
括
支
援
セ

　

ン
タ
ー
班
相
談
室
（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
1
階
）

●
電
話
相
談
（
一
社
）
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部　

　

☎（
２
３
７
）
８
１
１
１

　

西
合
志
第
一
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
地

域
交
流
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
放
課
後
に
文

化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
体
験
学
習
・
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
企
画
や
準
備
、
運
営

な
ど
を
行
な
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
業
務
内
容　

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・

　

策
定
、
学
校
や
地
域
の
講
師
な
ど
と
の

　

連
絡
調
整

●
募
集
対
象　

子
ど
も
が
好
き
で
学
校
や

　

地
域
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
（
資
格
は

　

問
い
ま
せ
ん
）

●
募
集
人
数　

２
人
程
度

●
活
動
期
間　

６
月
〜
令
和
２
年
３
月

　
（
週
１
回
程
度
・
毎
週
水
曜

　

午
後
3
時
〜
4
時
30
分
程
度

　

を
予
定
）

※

報
酬
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
者
支
援
課　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班　

☎（
２
４
８
）
１
１
２
６

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
人

権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
見
守
り
、
人
権
が
侵

さ
れ
た
と
き
に
相
談
相
手
に
な
る
な
ど
、
私

た
ち
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
啓
発
活
動
の
重
点
目

標
を
「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

未
来
へ

つ
な
げ
よ
う　

違
い
を
認
め
合
う
心
〜
」

と
定
め
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
は
、
人
が
人
と
し
て
幸
福
な
人
生

を
送
る
上
で
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自

分
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ

ん
。
国
の
内
外

を
問
わ
ず
、
お

互
い
に
人
権
を

守
る
こ
と
に

よ
っ
て
明
る
い
社

会
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　

市
に
は
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が

９
人
い
ま
す
。

市
人
権
擁
護
委
員

　

池
田　

一
也　
（
笹
原
）

　

上
田　

一
男　
（
東
）

　

上
原　

哲
也　
（
新
開
）

　

桑
原　

典
恵　
（
杉
並
台
）

　

小
林　

富
代
子（
若
原
）

　

戸
浪　

佳
寿
子（
く
ぬ
ぎ
ヶ
丘
団
地
）

　

長
尾　

隆　
　
（
み
ず
き
台
）

　

水
上　

明
子　
（
新
栄
温
泉
団
地
）

　

山
田　

千
代
美（
若
原
）

市
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）

・
ふ
れ
あ
い
館

　

６
月
４
日
㈫
、
令
和
２
年
２
月
６
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

　

９
月
10
日
㈫
・
12
月
５
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
啓
発
教
育
課　

☎（
２
４
８
）
２
３
９
９

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す

年
３
月
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